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令和 8年 8月 10日 下伊那西部シルバー便リ 第37号

令
和
八
年
度
定
時
総
会
を
五
月
二
十
九
日
（金
）
、
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
三
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、本
人
出
席
二
十
五
名
、委
任
状
出
席
百
三
―
五
名
に
よ
り
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
．
原
英
行
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
会
員
歴
十
年
以
上
の
永

年
会
員
十
名
を
表
彰
し
．
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
来

賓
を
代
表
し
て
、
飯
田
公
共
職
業
安
定

所
統
括
職
業
指
導
官
の
佐
々
木
弘
司
様
、

根
羽
村
副
村
長
の
小
木
曽
秀
美
様
か
ら
、

こ
祝
辞
と
温
か
い
激
励
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
阿
智
村
の
片
桐
巨
巳
会
員

が
選
出
さ
れ
、
令
和
七
年
度
事
業
報

三
次
中
期
５
か
年
計
画

（令
和
八
年
度

～
令
和
十
二
年
度
）
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
、
今
後
の
事
業
運
営
の

方
向
性
を
会
員
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

告

・
収
支
決
算
報
告

が
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
．
令

和
八
年
度
事
業
計

画

・
収
支
予
算
、
第

仕
事
内
容
の
限
定
や
大
口
契
約
の
終
了

な
ど
か
ら
、
昨
年
度
の
契
約
実
績
は
減

少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に

よ
る
消
費
税
の
負
担
増
な
ど
、
セ
ン
タ

ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も

会
員
の
皆
様
が
着
実
に
仕
事
を
こ
な
し
、

地
域
か
ら
よ
り

一
層
信
頼
さ
れ
、
持
続

可
能
な
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、　
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
定
時
総
会
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
設
立
か

ら
十
八
年
間
、
地
域
に
密
着
し
た
不
可

欠
な
存
在
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
度
は
イ
ン
ポ
イ
ス
制
度
の
導

入
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行
に
伴
い
、

新
た
な
三
者
契
約
方
式
へ
と
移
行
い
た

し
ま
し
た
が
．
皆
様
の
こ
協
力
に
よ
り

り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
の
就
業
が
フ
レ
イ
ル
予
防
や

健
康
維
持
に
効
果
が
あ
る
と
の
調
査
研

究
も
紹
介
さ
れ
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
就
業
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

永
年
会
員
表
彰

原
　
　
利
治
　
　
阿
智
村
智
里

木
下
　
幸
子
　
　
阿
智
村
伍
和

石
原
　
一
正
　
　
根
羽
村

藤
城
　
孝
弘
　
　
根
羽
村

近
藤
　
重
衛
　
　
平
谷
村

等
々
力
雅
友
　
　
阿
智
村
春
日

澤
丼
　
夏
男
　
　
阿
智
村
春
日

林
　
恵
美
子
　
　
阿
智
村
駒

櫻
丼
　
兵
司
　
　
阿
智
村
清
内
路

高
坂
　
　
博
　
　
阿
智
村
駒
場

（会
員
と
し
て
十
年
以
上
在
籍
、
事
業
活

動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
方
）

端層孵

混
乱
な
く

Ｔ
年

・
　
贈

間
を
取
り
組
も
　
　
■

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
少
子
高

齢
化
や
人
口
減

少
が
進
む
山
間

地

に
お

い

て
、
:田部シル′、_人場セ

D

総
会
終
了
後

に
は
、
阿
智
村

役
場
保
健
師
の

山
本
昌
江
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
．

「生
き
が
い
就

労
と
健
康
づ
く

◆
腱
熊
議
演
会

-2-

令和8年度定時総会開催される

◆
理
事
長
挨
拶

ヽ

表
彰
規
程
に
よ
り
、永
年
会
員
表
彰
十
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

t
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新
た
に
入
会
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い

る
会
員
五
名
に

■
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
入
会
の
動
機

●
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
状
況

０
あ
な
た
の
趣
味

Ｃ
健
康
の
秘
訣

０
今
後
の
抱
負

な
ど
を
お
間
き
し
ま
し
た
。

０
久
し
ぶ
り
に
元
同
僚
と
出
会
い
．シ
ル
バ
ー

の
こ
と
を
聞
き
．
人
手
不
足
も
あ
つ
一や
っ

て
み
な
い
？
」
と
誘
わ
れ
入
会
し
ま
し
た
。

０
月
３
，
６
回
の
半
日
勤
務
‥
と
間
さ
．
仕

事
か
ら
数
年
離
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
．

私
に
と
っ
て
は
働
き
や
す
い
環
境
と
思
っ

て
い
ま
す
．

０
特
に
こ
れ
と
言
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
が
．
花
を

見
る
の
が
好
き
て
．
写
真
に
撮
っ
た
り
．
名

前
を
調
べ
た
り
三
日
見
た
野
花
を
見
つ
け

る
と
感
動
し
た
り
し
て
の
ん
び
り
と
週
こ

す
こ
と
‘

０
８
時
間
以
上
の
睡
眠
を
と
る
事
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
（サ
プ
リ
・栄
養
ド
リ
ン
ク
の
カ

を
借
つ
て
）

０
利
用
さ
れ
て
い
る
先
輩
・ス
タ
ッ
フ
の
方
々

と
共
に
．
体
操
・脳
ト
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
コ

ン
能
力
を
養
い
．
健
康
で
楽
し
い
日
々
を

過
こ
し
て
い
き
た
い
．

Ｃ
中
イ
ス
用
の
事
を
社
協
で
お
借
り
し
た

際
．
シ
ル
バ
ー
で
病
院
等
へ
送
迎
す
る
者

が
少
な
い
の
で
手
伝
っ
て
み
て
は
ど
う

か
と
勧
め
ら
れ
入
会
し
た
．

０
現
在
は
週
―
回
程
度
病
院
へ
の
送
迎
を

し
て
い
る
。

０
山
菜
採
り
．
漬
け
物
づ
く
り
．
野
菜
づ
く

り

．

④
夜
の
一杯
の
た
め
に
体
を
動
か
す
こ
と
か

な
？

０
体
を
動
か
せ
る
あ
と
わ
す
か
な
時
間
に

今
ま
で
経
験
し
た
こ
の
な
い
こ
と
を
で

き
る
範
囲
で
や
り
た
い
と
願
つ
て
い
る
．

Ｃ
ま
だ
私
に
で
き
る
一亭
か
無
い
か
な
　
と

言
う
用
い
か
ら
で
す
．

０
洗
濯
の
■
事
を
始
め
て
約
半
年
．午
前

中
２
時
間
∞
分
程
で
す
。
月
に
６
曰
ほ

ど
な
ん
で
す
が
丁
度
良
い
か
な
と
思
っ

て
居
ま
す
。

Ｏ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
読
書
で
す
。

①
週
一回
の
運
動
．週
３
～
４
回
∞
分
ほ
ど

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
．

０
健
康
で
少
し
で
も
長
く
今
の
仕
事
が
続

け
ら
れ
る
と
よ
い
と
思
っ
て
居
ま
す
．

０
前
の
職
場
を
七
十
歳
を
機
に
退
職
し
ま

し
た
が
二
死
気
な
内
は
何
か
を
し
た
い
と

思
い
入
会
し
ま
し
た
．

０
七
月
に
，
営
住
宅
の
清
掃
を
し
た
の
か

初
就
業
で
す
。

０
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
．

０
動
く
こ
と
だ
と
由一
い
ま
す
。

⑤
や
れ
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
一生
け
ん
め

い
や
る
。

雅
阿
智
村
伍
和

酒
丼
正
浩

（８
年
４
月
入
会
〉

粽
舅
翻
脚

鰊

阿
智
村
春
日

米
澤

洋
子

（８
年
２
月
入
会
）

碑

犠
町ノ

鋏
輻
∫
1瑕

慮|||
阿
智
村
青
日

富
川
義
之

（７
年
１。
月
入
会
）

.ヽ

根
羽
村

石
川
節
子

（８
年
６
月
入
会
）

凛 ね
聰
1■ 、

あなたの経験や知識・技能を活かせる
シルバ…人材センターの会員になりませんか。

lm釧 自分の経験。キャリア |

躙[r環1鷺鸞1_劇 |‐

‐0ち よつと仕事したい!
,

‐●

{.

|('
同年代の仲間を
増やしたい!

対象エリア :
| 阿智村・平谷村・根羽村

(阿智村役場近く,

(公社)下伊那西部シルバー人材センター 入金や詳しいことは、

お気軽にお問合わせください。〒395‐0303長野県下伊那郡阿智村駒場487・ 1
TEL:0265‐ 43・2244(代表) HP鱚

′_ンヽ

■  ^・
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下伊那西部シルバー便リ

０
定
年
後
の
お
小
遣
い
稼
ぎ
が
で
き
た
ら
．

０
現
在
は
主
に
草
刈
り
作
業
を
し
て
い
る
。

テ
ン
ト
張
つ
４
業
や
花
桃
の
駐
車
場
整

理
を
行
っ
た
。

０
パ
ソ
コ
ン
の
再
生
（修
理
ヽ
読
言
（マ
ン

ガ
ヽ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
．

０
特
に
な
し
．

０
無
理
を
せ
す
．自
分
の
で
き
る
範
囲
で
や

っ
て
い
き
た
い
。
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令和 8年 8月 10日 下伊那西部シルバー便り 第37号

●第3次中期 5ヶ年計画の策定にあたつて

令和の時代を迎え.人口減少や少子高齢化が進む中.下伊那西部3村では高齢化率が40Q6を超え.高齢者が地域を
支える役割はますます重要となつています。こうした社会情勢を踏まえ.当センターでは今後5年間の指針となる「第
3次中期 5ヶ年計画」を策定いたしました。

当センターは平成20年の設立以来.地域に根差した活動を続け.契約額は令和6年度に5.800万口まで伸びるなど
着実な成果を上げてきました。一方で.会員数は減少傾向にあり.組織の活力維持が大きな課題となつています。
本計画では.令和 12年度までに「会員数178人.就業率9006.契約額5.960万円」の達成を目標に掲げます。重点
施策として.女性や新たな世代の加入促進.派遣事業や生活支援サービスの充実による就業機会の確保.事故ゼロを目
指した安全対策のほか.インボイス制度やフリーランス法などの制度改正への対応.デジタル化の推進など、持続可能
な経営基盤の確立を進めてまいります。

「自主 .自立.共働 .共助」の理念のもと、会員一人ひとりが地域の担い手として誇りを持って活躍できるセンター

を目指し.役職員―丸となつて本計画を着実に推進してまいります。 (第 3次中期 5ヶ年計画巻頭要旨)
0第2次中期5ヶ年計画の目標数値と実績
令和7年度末の目標を.会員数]90人 .就業率 ]00%、 契約額5.630万円を目標に事業を推進してきました。結果
として.令和7年度末の会員数は163人となり.目標達成率は858%て した。就業率については.全会員の就業を目
指したものの、毎年度80%台で推移し.目標には及びませんでした。一方.契約額は年度によつて増減はあつたもの
の、令和7年度は5.400万円の見込みとなり.目標達成率は959%と概ね目標に近い成果を上げました。
●第3次中期5ヶ年計画の日標数値

第2次中期計画の実績や人口減少 .高齢化、地域ニーズの変化.シルバー人材センターを取り巻く環境を踏まえ.第
3次中期5ヶ年計画では、より実現可能で着実な目標を設定しました。令和 12年度末の目標は.会員数178人.就業
率90%.契約額5.960万円とし.会員数は全国シルバー人材センター事業協会の「新たな仲間づくり計画」に基づき
令和6年度末実績 161人から17人増を目指します。また、就業率と契約額は令和7年度実績を基準に毎年段階的な向
上を図り.地域から信頼される持続可能なシルバー人材センターの実現を目指して取り組みを進めます。

公
益
社
団
法
人
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
の
令
和
八
年
度
定
時
総
会

は
．
六
月
十

一
日
長
野
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
理
事
長
．

事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
．

小
林
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
．
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
に
顕
著

な
貢
献
が
あ
っ
た
連
合
会
役
員
二
名
．
事
務

局
長
三
名
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
．
長
野
労
働
局
職
業
安
定
部
長
大
木
隆

久
様
．
長
野
県
産
業
労
働
部
次
長
の
本
下
育

夫
様
の
こ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
議
長
に
は
木
曽
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
下
田
秀
行
理
事
長
が
選
任
さ

れ
、
令
和
七
年
度
の
事
業

・
決
算
報
告
．
役

員
の
選
任
．
令
和
八
年
度
事
業
計
画

・
予
算

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
の
選
任
で
は
、
理
事
長
等
の
交
代
に

よ
り
新
た
に
三
人
の
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

七
月
六
日
．
会
員
の
親
睦
と
健
康
維
持
を
目

的
に
．
会
員
互
助
会
と
の
共
催
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
阿
智
村

「わ
い

・
Ｗ
ａ
ｌ
公
園
」
で
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
．
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
と
な
っ
た
た
め
．
ド
ー
ム
会
場
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
十
六
名
。
普
段
は
あ
ま
リ
ブ
レ
ー

す
る
機
会
の
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
し
た

が
、
十
六
ホ
ー
ル
を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

み
．
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
で
腕
を
磨
い
て
い
る

皆
さ
ん
が
好
成
績
を
収
め
．
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
．
三
十
九
打
で
上
原
正
勝
さ
ん
。
ま
　

一

た
．
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
上
原
さ
ん
が
二
回
．
　
　
一

山
田
す
み
子
さ
ん
と
原
田
幸
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ

一
回
達
成
し
．
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

成
績
優
　
勝
　
上
原
正
勝
さ
ん

（伍
和
）
３９
打

準
優
勝

山
田
す
み
子
さ
ん

（駒
場
）
４１
打

第
３
位
　
原
田
幸
子
さ
ん

（駒
場
）
　

４２
打
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安全就業全国統―スローガン (R8年からR10年度)

熱中症予防と安全な就業のために

1,生活習慣と体調管理 《勒適切0こ まめな水分

■のどが渇く前にぶ

・塩分補給

1,||1樹膿こまめな水分と
・ 塩分を補給

0暑 さ指数(WBGT)とアラート確認 ‖0緊 急時の対応 119通難
周囲へ助けを求める

囲
◎

｀
・・_/

めまい』 痛.

大量の分

'1.筋肉の,いれん

通気t・吸理性の衣服

帽子を翻 ―
~~~

冷感タオルの活用

.´
~~~‐
― ●

(|、liリ

厚生労働省熱中症

予防のためのサイト

∞

―

℃

無理をしない 朝資をしつかり食べる

,

,‐1ヽ|ヽ

il

お互いの声掛けで安全を

屋外(乍葉は
中止

'こ
れくらいなら
大文夫,は油断 :

産を掛け合tヽ .
W,G子 を繭 しよう1

暑さに応した作業謙 理な作業の回蓬 儡凛薇-1,全な鍬業を.

※当センターでは熱中症見舞1金制度に加入しています。就業中や移動中

に「熱中症」になり、通院・入院した場合は「見舞金制度」の対象になるので.

事務局へ連絡してください。

「フレイル」とは.加齢に伴い心身の衰えが進んだ状態のことです。しかし.早い段階で気づいて生活を見直せば.元の元気な状態に戻す

ことができます。日頃の就業や生活を振り返り.こ自身の健康状態をチェックしてみましょう。(あてはまるものに口をつけてください)

チェック項目 いいえ

半年前に比べて体重が2～3kg以上減つた □ □

2 □ □

3 □ □

4 階段を上るのが以前よりつらくなつた □ □

5 この1年間に転んだことがある □ □

6 外出する機会が週1回未満である □ □

フ □ □

8 趣味や地域活動に参加することが少ない □
「
コ

ｒ
Ｌ

9 □ □

10 物忘れが増えたと感じる □ □

]] 毎日15分以上の運動をしていない □ □

12 □ □

¨

夏は気温や湿度が高くなり、屋外だけでなく屋内での作業でも熱中症になる危険があります。特に高齢に

なると暑さや喉の渇きを感じにくく、気付かないうちに症状が進行することがあります。熱中症は正しい知識

と早めの対策で防ぐことができます。一人ひとりが体調管理を心掛け、安全を最優先に就業しましょう。

躊

,′ １ヽ

´

〓

と

〓

〓

ご

〓

〓　
分
〓

〓
ｎ
Ｕ
〓

一旧

一

鰯 IⅧ

´
⌒

′W3G,ヽ

ム 28,
、`_´ン

・
=:ヽ
|夕 t

_¨  _. =

濶蒻辟靱軋棚翔魃1絣|
曲1脚鰤1淋柵||‖ |||‖柵|1即||||‖ |||||||||||||||||||||||||‖ ||||||||||||||||1騨Ⅲ冊‖

|||||||||1冊

|||||||||||111冊
|||||‖
|||||||‖

|||||||||‖

||||||‖

||||||||||||||||||||||||1靱 1柵|

No. 〔まい

食欲がなく、食事量が減った

以前より歩く速度が遅くなつたと感じる

人と話す機会が少ないと感じる

疲れやすいと感じることが多い

睡眠が十分にとれていない

アラート

´
´

|

■

はいの数:_項 目(判定は6ページをこ覧ください)
-5-
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宅狙臨 菫]彙塾1連頭饉通巌団騒製】襲塩鳳橿」

0安全ミーティングの完全実施
確認シート使用→全てのセンターで実現を
②安全装備使用の徹底
正な安全装備の完全着用を

0健康診断受診及び健康体操の奨励
継続は自分自身のため

0交通事故防止
通勤途上、就業中共に集中力不足による

0安全・適正委員会、推進員による安全対策の点検と
徹底による事故防止体制の確立
安全・適正就業委員会、推進員による定期的な点検
と安全意識の徹底

はいの数:_項 目
‐‐. , ‐

「
■

_|=_‐  _,1● ■ .

吊「轟霧証]
_ヽ

2_

., ‐

0～ 2項目>健康な状態です。この調子を維持しましょう。
3-5項ロトフレイル予備群の可能性があります。食事・運動・交流を意

識しましよう。
6項目以上トツレイルの■範喘があります。生活習慣を見直し、必要に

応して医療機関や地域包括支援センター等へ相談しま
しよう。

□栄養 (食事)|′ ラヽンスの取れた食事を楽しむ
□身体活動 (運動):ウォーキングや軽い体操をする
□社会参加:友人とお茶をしたり、趣味の集まりに参加したりする ヽ

∽
３
一一Φ
静０
∽
ヨ
〓
０
の

．
登
録
と
利
用
の
お
願
い

会

員

専

用

サ

イ

ト

「∽
∃
〓
①
計ｏ
∽
∃
〓
①
」
は
、
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
就
業
情
報
、
配

分
金
明
細
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ま
だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
会
員
の

皆
さ
ま
は
、
ぜ
ひ
こ
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
登
録
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方
や
登
録

し
た
が
操
作
が
よ
く
分
か
ら
な
い
方
は
、

事
務
局
が
丁
寧
に
お
手
伝
い
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

・「硼
く
躙
麟

〓＝
¨
■
畔

松
井
　
義
明
さ
ん

（阿
智
村
　
一
月
）

石
原
こ
ず
ゑ
さ
ん

（根
羽
村
　
二
月
）

原
　
登
美
彦
さ
ん

（阿
智
村
　
四
月
）

謹
ん
で
こ
宣
（福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

バ

ー

・

劃

∃

螢

コ
ー

先
の
衆
院
選
で
掲
げ
ら
れ
た

「食
料
品

の
消
費
税
０
％
」
。
期
待
し
て
い
た
だ
け

に
、
そ
の
後
の
議
論
の
二
転
三
転
に
は

「選
挙
前
の
公
約
と
は

一
体
…
」
と
た
め

息
が
出
ま
す
。
政
治
の
誠
実
さ
を
改
め
て

考
え
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

さ
て
、
本
日
も
気
温
は
３６
℃
を
超
え
る

猛
暑
日
で
す
。
年
々
増
す
暑
さ
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
も
、
喉
が
渇
く
前
の
水
分

・

塩
分
補
給
と
涼
し
い
場
所
で
の
休
憩
を
意

識
し
ま
し
よ
う
。
作
　
　
　
　
＋
′‘

い

現
在
の
登
録
者
は
約
六
〇
人
で
す
が
、

最
近
ロ
グ
イ
ン
さ
れ
て
な
い
方
が
多
数

い
ま
す
。
お
知
ら
せ
等
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
智
村
伍
和
　
　
朝
原
　
　
孝

阿
智
村
春
日
　
　
米
澤
　
洋
子

阿
智
村
伍
和
　
　
酒
丼
　
正
浩

阿
智
村
駒
場
　
　
原
　
　
祥
子

阿
智
村
春
日
　
　
園
原
　
隆
利

阿
智
村
浪
合
　
　
平
栗
　
良
治

根
羽
村
　
　
　
　
石
川
　
節
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

業
中
に

「お
か
し
い

な
」
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
中
断
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
お
互

い
に
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
て
過
こ
し
ま

し
よ
つヽ
。広
報
啓
発
部

一
月
二
月
四
月
四
月
五
月
五
月
六
月

|

ヽ勁 ●●ヽ な,`ら

`
|食

■
●
一

1癖動

フレイル予防の3つの柱 (食事・運動・社会参加)
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